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令
和
5
年
度
三
川
町
施
政
方
針
の
概
要

　

日
本
の
経
済
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
低
迷

し
た
社
会
経
済
活
動
の
正
常
化
が
進
み

つ
つ
あ
る
中
、
国
際
的
な
原
材
料
価
格

の
上
昇
や
円
安
の
影
響
等
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
食
料
価
格
の
高
騰
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
本
町

で
は
、
子
育
て
支
援
の
充
実
と
健
康
・

生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進
、
安
全
・
安

心
で
快
適
な
環
境
の
構
築
、
魅
力
あ
る

産
業
の
創
出
と
交
流
人
口
の
拡
大
を
基

本
と
し
て
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
の

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高

齢
化
の
進
行
や
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
対

応
、
多
発
す
る
自
然
災
害
、
地
域
経
済

の
回
復
な
ど
、
喫
緊
か
つ
重
要
な
行
政

課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
町
民
の
生
命
と
暮

ら
し
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
て
、

第
４
次
総
合
計
画
に
掲
げ
た
将
来
像
の

実
現
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
本
町
の

取
り
組
み
の
成
果
と
実
績
を
基
に
、
多

く
の
課
題
に
対
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
と

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
、
町
民
の
福

祉
向
上
と
町
政
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
ま
ち
の
将
来
像

　
　
あ
ふ
れ
る
笑
顔

　
　
み
ん
な
が
住
み
や
す
い
ま
ち

　
　
ハ
ー
ト
フ
ル
タ
ウ
ン
み
か
わ

　
町
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
今
年
度
の
町
政
の
基
本
と
な
る
令
和
５
年
度
施
政

方
針
を
阿
部
誠
町
長
が
示
し
、
審
議
を
経
て
、
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、「
住
民
参
加
に
よ
る
協
働
の
推
進
」、「
効
率
的
な
行
政
運
営
の
推
進
」、

「
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
」
の
３
つ
の
柱
を
行
財
政
運
営
の
基
本
と
し
て
、
第

４
次
三
川
町
総
合
計
画
の
一
層
の
推
進
を
図
り
、
本
計
画
に
掲
げ
る
施
策
の
着
実
な
実

行
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
今
年
度
の
施
政
方
針
の
主
な
内
容
と
予
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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令和 5年度
三川町施政方針と予算
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令和5年度三川町施政方針と予算

固定資産税
472,786

（50.6%）
町民税
359,901

（38.5%）

町たばこ税
60,000（6.4%）

軽自動車税
29,504（3.1%）

入湯税
13,000（1.4%）

歳入
 単位 : 千円
（構成比）

歳出
 単位 : 千円
（構成比）

分担金及び負担金
14,948（0.3%）

地方交付税
1,730,000
（34.3%）

繰入金
541,707

（10.8%）

財産収入・寄附金
諸収入 428,626（8.4%）

地方譲与税・
各種交付金 246,703（4.9%）

町債
193,900（3.8%）

繰越金
60,000 （1.2%）

使用料及び手数料
19,692（0.4%）

町税の
内訳

町税
935,191

（18.6%）

県支出金
430,930
（8.6%）

国庫支出金
437,303
（8.7%）

土木費
566,234

（11.2%）

公債費
474,411
（9.4%）

農林水産業費
436,362 
（8.7%）

商工費
386,237
（7.7%）

衛生費
242,262（4.8%）

議会費
68,711（1.4%）

消防費
232,549（4.6%）

民生費
1,437,511
（28.5%）

総務費
596,787

（11.8%）

教育費
583,681

（11.6%）

災害復旧費・予備費
10,025（0.2%）

労働費
4,230（0.1%）

50億3,900万円令和5年度
町の予算は

一般会計予算

　本町の令和5年度一般会計予算は、50億3,⓽00万円で、前年度に比べて5,⓼1⓼万6千円の増額（1．2%増）
となっています。このうち、第4次三川町総合計画に基づく主要施策を進めていくための事業費として、前年
度比3．1％増となる15億3,006万1千円を計上しました。
　次ページ以降で、今年度本町が重点的に取り組む施策を、総合計画で定めた基本目標ごとに紹介します。

○特別会計予算
国民健康保険 後期高齢者医療 介護保険 農業集落排水事業 下水道事業
6億⓼,⓼⓽0万円
（1．4%増）

⓽,320万円
（3．1%増）

⓼億6,760万円
（2．3%増）

1億6,⓼⓽0万円
（2．3%減）

4億1,720万円
（4．6%増）
※（　）内は対前年度比

○基金の状況（令和5年1月1日現在）
財政調整基金 6億6,5⓼⓽万円
減債基金 6,⓼07万円
ふるさと基金 4億2,140万円
温泉施設基金 7,535万円
国際交流基金 1,213万円
リーディングファーマーズ銀行基金 20⓽万円
教育施設整備基金 2億⓼,501万円
森林環境譲与税基金 152万円

○令和5年度への繰越明許事業の内容
道路舗装事業

（町道舗装改良工事） 1⓽3万円

公共施設等長寿命化対策事業費
（東郷小学校プール等改修工事） 1,236万円

前年度比
1.2%増

○一般会計予算
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地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
福
祉
を
総
合
的
、
か
つ
計
画
的
に
推

進
し
ま
す
。
特
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
連
携
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
機
能
の
充
実
を
図
り
、
住
民
が
つ
な

が
り
支
え
合
う
環
境
・
居
場
所
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

公
共
施
設
の
長
寿
命
化

　

経
年
劣
化
に
よ
り
、
改
修
が
急
務
と

な
っ
て
い
た
屋
内
多
目
的
運
動
施
設
「
ア

ス
レ
な
の
花
」
の
大
規
模
改
修
工
事
に
着

手
し
、
快
適
か
つ
安
心
し
て
利
用
で
き
る

施
設
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
防
災
力
の
強
化

　

近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
の
教
訓
を
踏

ま
え
、
各
関
係
機
関
等
と
の
情
報
共
有
、

連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災
訓
練

の
実
施
や
町
内
会
自
主
防
災
会
の
支
援
な

ど
に
よ
り
、
地
域
防
災
力
の
強
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
活
動
で
は
、
担
い
手
不
足

の
解
消
を
目
的
と
し
た
消
防
団
員
の
処
遇

等
に
関
し
て
見
直
し
を
行
い
、
消
防
団
活

動
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

健
康
増
進

　

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
的
に
、
特
定
健

診
や
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
を
勧
め
、
早

期
の
疾
病
予
防
、
重
症
化
予
防
を
図
る
と

と
も
に
、
個
別
の
状
況
に
合
わ
せ
た
保
健

指
導
を
行
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で

　
　
　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

基本目標❷

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減

　

出
産
祝
金
の
支
給
、
保
育
料
の
段
階
的

無
償
化
、
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
の

支
給
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
入
院
・
通

院
医
療
費
の
完
全
無
料
化
を
高
校
生
ま
で

拡
大
し
ま
す
。

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ

目
の
な
い
支
援
の
拡
充

　

母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

に
、
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
産
後

ケ
ア
事
業
を
通
し
、
包
括
的
な
相
談
、
支

援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

多
様
な
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
対
応

　

民
間
と
公
立
の
３
園
で
の
連
携
を
図
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
た
保
育
・
幼

児
教
育
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

や
学
童
保
育
所
の
運
営
支
援
に
よ
り
、
多

様
な
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
く
教
育

　

１
人
１
台
配
置
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、
一
人
ひ
と
り
の

理
解
や
能
力
・
適
正
に
合
わ
せ
た
個
別
最

適
な
学
び
の
指
導
体
制
を
整
え
て
、
学
力

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
停
滞
し
て
い
た
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
教
室
な
ど
の
活
動
再
開
の

推
進
と
、
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に

取
り
組
み
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て

　
　
活
躍
で
き
る
人
を
育
む
ま
ち

基本目標❶
ZoomUpZoomUp
⃝子育て
⃝学校教育
⃝社会教育
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主な事業と予算
▶ 学童保育支援事業

………………… 3，070万円
▶ 子育て支援医療給付事業

………………… 3，029万円
▶ 小学校・中学校教育情報化

推進事業………  2，264万円
▶ 子育て支援センター事業

………………… 2，106万円
▶ 母子保健事業

…………………… 775万円

▲産前・産後サポート事業（ママヨガ）

主な事業と予算
▶ 常備消防事務委託事業
 ………………… 2億139万円

▶ 公共施設等長寿命化対策事業
 ……………… 1億6，710万円

▶ 社会福祉法人等支援事業
 ………………… 6，613万円

▶ 健康増進事業
 ………………… 1，582万円

▶ 消防ポンプ整備事業
 …………………… 272万円

▲屋内多目的運動施設「アスレなの花」

ZoomUpZoomUp
⃝健康福祉
⃝社会保障
⃝防災
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令和5年度三川町施政方針と予算

桜
木
地
区
の
早
期
宅
地
分
譲

　

造
成
工
事
に
着
手
し
た
桜
木
地
区
住
環

境
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
早
期
の
宅
地
分

譲
を
目
指
す
と
と
も
に
、
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
「
み
か
わ
産
業
団
地
」
の
拡
張
準
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

住
ま
い
づ
く
り
へ
の
支
援

　

多
様
な
住
宅
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
生
活

環
境
の
形
成
を
推
進
す
る
た
め
、
住
宅
取

得
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
等
に
対
す
る

支
援
に
、
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
推
進

　

町
民
の
快
適
で
利
便
性
の
高
い
安
定
し

た
生
活
基
盤
と
な
る
道
路
や
橋
梁
、
下
水

道
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　

町
民
や
町
内
会
、
事
業
所
等
の
公
益
的

な
活
動
の
支
援
と
と
も
に
、
町
民
の
積
極

的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
と
提
言
等
の

機
会
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

町
民
の
利
便
性
向
上
へ

　

身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
基

礎
自
治
体
と
し
て
、「
三
川
町
Ｄ
Ｘ
推
進

計
画
」
に
基
づ
き
、
行
政
事
務
の
デ
ジ
タ

ル
化
や
、
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進

め
、
町
民
の
利
便
性
の
向
上
と
と
も
に
、

事
務
の
効
率
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

未
来
に
向
か
っ
て

　
　
　
　
継
続
し
発
展
す
る
ま
ち

基本目標❹

農
業
所
得
の
向
上

　

農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
加

え
、
米
価
の
低
迷
や
燃
油
・
肥
料
代
・
資

材
費
等
の
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
農
業

者
を
と
り
ま
く
状
況
が
厳
し
く
な
る
中
で
、

農
業
所
得
の
向
上
に
主
眼
を
置
き
、
園
芸

作
物
等
に
よ
る
農
業
所
得
の
確
保
を
目
指

す
と
と
も
に
、
こ
だ
わ
り
の
米
づ
く
り
や

土
づ
く
り
に
対
す
る
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
経
済
の
活
性
化

　

消
費
喚
起
や
商
業
者
等
の
経
営
安
定
を

図
る
た
め
、
出
羽
商
工
会
の
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
発
行
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

交
流
人
口
の
拡
大

　

観
光
協
会
が
開
催
す
る
春
の
菜
の
花
ま

つ
り
や
秋
の
カ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
し

て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
交
流
人

口
の
拡
大
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
い
ろ
り
火
の
里
施
設
を
運
営
す

る
㈱
み
か
わ
振
興
公
社
等
と
の
連
携
、
さ

ら
に
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
制
度
の
活

用
に
よ
り
、
本
町
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

し
、
多
面
的
な
誘
客
活
動
に
取
り
組
み
ま

す
。

い
ろ
り
火
の
里
施
設
整
備

　

な
の
花
ホ
ー
ル
や
田
田
の
岩
風
呂
浴
室

の
大
規
模
改
修
に
よ
り
、
安
全
で
快
適
な

施
設
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

創
造
力
に
あ
ふ
れ

　
　
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

基本目標❸

主な事業と予算
▶ いろり火の里推進事業

………………… 6，781万円
▶中小企業等振興支援事業

………………… 6，257万円
▶土地改良施設整備事業

………………… 1，826万円
▶観光対策事業

…………………… 995万円
▶新農業所得構造改革推進事業

…………………… 749万円

▲来場者でにぎわうカレーイベント

主な事業と予算
▶廃棄物処理事業

……………… 1億3，125万円
▶雨水対策推進事業

……………………… 1億円
▶電子自治体推進事業

………………… 5，584万円
▶住まいづくり支援事業

………………… 1，780万円
▶地域づくり活動推進事業

………………… 1，076万円

▲地域住民が管理する桜木地区の緑地

ZoomUpZoomUp
⃝産業振興
⃝観光振興
⃝地域交流

ZoomUpZoomUp
⃝住環境整備
⃝町民参画
⃝行財政改革



ターフグラウンド
クレーグラウンド

駐車場

駐車場

駐車場

せせらぎ水路道
県
（橋
大
田
田

１
４
３

）
号

道
国
至

７
号

駐
車
場

休憩広場休憩広場
（芝）

交 流 エ リ ア

親 水 エ リ ア

₆

　
「
赤
川
河
川
緑
地
ふ
れ
あ
い
広
場
」︵
愛

称
「
パ
ル
ク
赤
川
」︶
の
整
備
が
完
了
し
、

４
月
か
ら
広
場
全
体
の
利
用
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
パ
ル
ク
赤
川
の

概
要
と
利
用
方
法
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

河
川
空
間
の
一
体
的
な
整
備

　

快
適
で
安
全
性
の
高
い
公
園
・
緑
地
と

し
て
、
本
町
の
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
場
と

な
る
よ
う
広
場
の
エ
リ
ア
を
拡
大
す
る
と

と
も
に
、
堤
防
へ
の
桜
の
植
樹
や
船
着
き

場
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

パ
ル
ク
赤
川
は
、
鳥
海
山
や
月
山
を
眺

め
な
が
ら
、
赤
川
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
広
場
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先

◆
パ
ル
ク
赤
川
の
全
般
に
関
す
る
こ
と

　

役
場
建
設
環
境
課
建
設
係

☎
35
︱
７
０
３
５

◆
か
ま
ど
施
設
の
利
用
申
請
に
関
す
る
こ
と

三
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
三

川
町
公
民
館
内
）

☎
66
︱
４
４
０
３

遊びにおいでよ!
パルク赤川



▲噴水から水が出るよ ▲銀色のスイッチの上部に
　触れると…

写真提供：SHONAI Fun!

➡

水洗場
火消しつぼ

■かまど施設

■砂利敷き
　箇所

休　憩
広　場
拡大図

■■…火気使用可能箇所

休憩広場
拡大図

写真提供：SHONAI Fun!
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親
水
エ
リ
ア
の
「
せ
せ
ら
ぎ
水
路
」
に

は
、
噴
水
を
設
置
し
て
お
り
、
ス
イ
ッ
チ

に
触
れ
る
こ
と
で
水
が
出
て
、
水
遊
び
を

通
し
て
水
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
噴
水
の
操
作
可
能
日
時

　

�

土
・
日
曜
日�

午
前
10
時
～
午
後
１
時

50
分
（
今
シ
ー
ズ
ン
は
４
月
22
日
㈯
か

ら
稼
働
予
定
）

　

※
雨
天
や
強
風
時
は
稼
働
し
ま
せ
ん
。

親
水
エ
リ
ア

　

交
流
エ
リ
ア
の
休
憩
広
場
に
は
、
か
ま

ど
施
設
を
設
置
し
て
お
り
、
鍋
や
鉄
板
を

用
い
て
の
調
理
が
で
き
、
芋
煮
会
な
ど
を

行
う
に
は
適
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か
ま
ど
施
設
は
無
料
で
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
利
用
申
込
み
の
ほ
か
に
、

鍵
や
備
品
を
借
り
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
休
憩
広
場
に
は
砂
利
敷
き
の
箇

所
が
あ
り
、
持
参
し
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ

ン
ロ
を
セ
ッ
ト
し
て
、
日
帰
り
キ
ャ
ン
プ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
交
流
エ
リ
ア
北
側
に
は
、

ク
レ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
タ
ー
フ
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
あ
り
、
自
由
に
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

交
流
エ
リ
ア

休
憩
広
場
の
利
用
方
法
に
つ
い
て

　
次
の
点
を
守
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・ 

■
■
の
場
所
に
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ

ン
ロ
等
を
持
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

地
面
や
芝
生
の
上
に
直
接
炭
や
薪
を
置

い
て
火
気
使
用
す
る
「
直
火
」
は
行
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

・ 

■
■
以
外
の
場
所
で
は
、
火
気
を
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

・ 

火
気
使
用
可
能
時
間
は
、
午
前
9
時
か

ら
日
没
ま
で
で
す
。

・ 

使
用
し
た
炭
、
薪
、
燃
え
カ
ス
は
、
か

ま
ど
近
く
の
火
消
し
つ
ぼ
に
入
れ
る
か
、

持
ち
帰
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○日　時　5月6日㈯　午前9時～午後2時
○費　用　無料
○その他　�搭乗体験には整理券が必要です。当日、

午前8時30分から現地で配布します。
　　　　　※�当日の天候（雨や風）によっては、

中断・中止の場合があります。

パルク赤川オープニングイベント
熱気球搭乗体験

▲当日の運行状
況はこちらから

（スマイルバルー
ン ツイッター）

地上のアンカーとロープでつなぎ、15ｍ～
20ｍの高さを上下する「係留飛行」です。



町長コラム
「誠・心・誠・意」

　

み
か
わ
保
育
園
・
幼
稚
園
の
園
児
に
よ
る「
引
継
ぎ
会
」と「
お
別
れ
会
」の
様
子
を
紹

介
し
ま
す
。

☆
引
継
ぎ
会（
３
月
８
日
）

　

５
歳
組
の
園
児
が
４
歳
組
の
園
児
に
、
伝
統
を
守
っ
て

き
た
和
太
鼓
演
奏
や
、「
な
か
よ
し
農
園
」で
の
野
菜
の

世
話
の
仕
方
に
つ
い
て
、
身
ぶ
り
手
ぶ
り
を
交
え
て
丁
寧

に
教
え
て
あ
げ
ま
し
た
。

　

和
太
鼓
は
、
５
歳
組
の
園
児
が
実
際
に
太
鼓
を
打
っ
て

見
せ
な
が
ら
、「
は
だ
し
に
な
る
と
、
力
が
入
っ
て
踏
ん

張
れ
ま
す
」、「
腕
を
真
っ
す
ぐ
伸
ば
し
て
、
目
は
バ
チ
の

先
を
見
ま
す
」と
説
明
し
、『
三
川
の
大
地
と
風
』の
演
奏

を
披
露
し
ま
し
た
。
迫
力
あ
る
演
奏
に
見
入
っ
て
い
た
４

歳
組
の
園
児
の「
難
し
い
と
思
っ
た
」と
い
う
感
想
に
、
５

歳
組
の
園
児
は「
練
習
す
れ
ば
う
ま
く
な
る
よ
」、「
僕
も

難
し
い
と
思
っ
た
よ
」と
応
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉

か
ら
は
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
菜
の
世
話
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
５
歳
組
の

園
児
が
、
水
や
り
や
野
菜
を
植
え
た
り
収
穫
し
た
り
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て
、「
キ
ュ
ウ
リ
は
バ
ト
ン
ぐ

ら
い
の
大
き
さ
に
な
っ
た
ら
収
穫
し
ま
す
」、「
サ
ツ
マ
イ

モ
の
つ
る
は
、
リ
ー
ス
作
り
に
使
い
ま
す
」な
ど
と
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
写
真
や
動
画
を
見
せ
な
が
ら
説

明
し
ま
し
た
。

「
５
歳
組
さ
ん
今
ま
で
あ
り
が
と
う
！
次
は
僕
た
ち
の
番
！
」

みかわ保育園・
幼稚園より

食
生
活
の
変
化

　

３
月
26
日
㈰
、
三
川
町
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
発
会
50
周
年
記
念
式
典
に
出
席

し
ま
し
た
。
半
世
紀
に
わ
た
り
、
食
生
活

の
改
善
を
通
し
て
町
民
の
健
康
づ
く
り
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
同
協
議
会
の
活

動
に
、
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
50
年
と
い
う
年
月
の
中
で
、
私

た
ち
の
食
生
活
は
、
大
き
く
変
化
し
て
き

ま
し
た
。
式
典
で
講
演
さ
れ
た
東
北
公
益

文
科
大
学
の
渡
辺
准
教
授
に
よ
れ
ば
、
こ

の
10
年
間
だ
け
で
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
あ
り
、
大
学
生
や
子
ど
も
た
ち
が
独
り

で
食
事
を
す
る
「
孤
食
」
の
割
合
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
誰
か
と
共
に
食

事
を
す
る
「
共
食
」
が
多
い
ほ
ど
、
自
立

性
と
知
的
好
奇
心
が
高
い
傾
向
が
あ
り
、

共
に
食
べ
る
「
食
べ
友
」
の
つ
な
が
り
を

増
や
す
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

食
生
活
は
、
平
均
寿
命
に
も
大
き
く
関

係
し
て
お
り
、
明
治
時
代
に
40
歳
台
だ
っ

た
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
飛
躍
的
に
延
び

た
の
は
、
食
生
活
が
変
化
し
、
肉
、
牛

乳
・
乳
製
品
、
卵
な
ど
の
動
物
性
タ
ン
パ

ク
質
と
脂
肪
の
摂
取
量
が
増
え
た
か
ら
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
タ
ン
パ
ク
質
を
含
む

栄
養
素
を
十
分
に
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
り
、

私
た
ち
の
体
は
、
骨
格
を
作
っ
た
り
、
生

体
機
能
を
調
節
し
た
り
、
感
染
症
か
ら
予

防
す
る
こ
と
が
で
き
、
健
康
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
の
「
都
道
府
県
別

生
命
表
」
で
、
平
成
25
年
に
長
野
県
が
１

位
に
な
る
と
、
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た

「
減
塩
運
動
」
が
話
題
と
な
り
、
全
国
的

に
運
動
が
広
が
り
ま
し
た
。
減
塩
運
動
は
、

多
く
の
疾
病
の
原
因
と
な
る
食
塩
の
摂
取

を
減
ら
そ
う
と
す
る
運
動
で
、
１
日
の
目

標
量
が
男
性
７
・
５
ｇ
、
女
性
６
・
５
ｇ

に
対
し
て
、
平
均
摂
取
量
が
男
性
11
・
０

ｇ
、
女
性
９
・
３
ｇ
（
平
成
30
年
国
民
健

康
・
栄
養
調
査
）
と
、
さ
ら
な
る
減
塩
運

動
の
推
進
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
近
年
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
や
世
界

情
勢
に
よ
る
物
価
高
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、

食
生
活
や
食
料
自
給
率
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
食
生
活
と
健
康

へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
三
川
町

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
益
々
の
発
展

と
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲50周年記念活動レシピ集

▲４歳組と５歳組の園児が一緒に給食を食べる様子

₈



三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

ど
の
説
明
も
真
剣
な
表
情
で
聞
い
て
い
た
４
歳
組
の

園
児
か
ら
は
、
次
は
自
分
た
ち
が
幼
稚
園
で
最
年
長
の

組
に
な
る
こ
と
へ
の
憧
れ
や
、
期
待
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

☆
お
別
れ
会（
３
月
９
日
）

　

４
歳
組
の
園
児
は
、
お
別
れ
会
に
向
け
て
、
５
歳
組

の
園
児
と
の
思
い
出
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
一
緒
に
遊

ん
だ
こ
と
や
、
畑
で
芋
掘
り
を
し
て
焼
き
芋
を
食
べ
た

こ
と
な
ど
が
思
い
出
と
し
て
あ
が
り
、「
さ
み
し
い
」、

「
今
ま
で
あ
り
が
と
う
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

４
歳
組
の
園
児
が
話
し
合
い
、
５
歳
組
の
園
児
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
贈
る
こ
と
が
決
ま
る
と
、「
喜
ん
で
ほ
し
い
！
」

と
の
思
い
か
ら
、
手
作
り
の
看
板
や
歌
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
の
準
備
を
内
緒
で
進
め
ま
し
た
。
４
歳
組
の
園
児
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作
る
姿
か
ら
は
、
心
の
中
に
感
謝
の
気
持

ち
が
あ
ふ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
別
れ
会
の
当
日
は
、
４
歳
組
の
園
児
代
表
が
、
は

じ
め
の
言
葉
や
お
わ
り
の
言
葉
な
ど
、
会
の
進
行
を
務

め
ま
し
た
。
５
歳
組
の
園
児
は
、
３
・
４
歳
組
の
園
児
か

ら
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
う
れ
し
そ
う
に
入
場
し
て
い
ま

し
た
。
み
ん
な
で『
ほ
い
く
え
ん
・
よ
う
ち
え
ん
の
歌
』

を
歌
っ
た
り
、
各
学
年
で
準
備
し
た
歌
や
思
い
出
発
表
を

通
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
り
と
、
楽
し
く
、
温

か
く
、
そ
し
て「
あ
り
が
と
う
」の
気
持
ち
で
溢
れ
た
お

別
れ
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
歳
組
の
園
児
は
、
引
継
ぎ
会
や
お
別
れ
会
を
通
し

て
、
５
歳
組
に
な
る
こ
と
へ
の
期
待
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た

よ
う
で
し
た
。

　

５
歳
組
の
園
児
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
新
年
度
も
友
達
と
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

俳
　
壇

眠
た
さ
を
こ
ら
え
て
春
の
星
う
る
む

工
藤
ひ
ろ
し

春
耕
の
エ
ン
ジ
ン
音
や
草
地
見
ゆ

佐
藤　

誠
爾

白
い
庭
光
さ
し
こ
む
春
の
霜

斎
藤　
　

優

水
温
む
上
着
一
枚
脱
ぎ
す
て
て

飯
野　

藤
子

山
鳩
の
声
何
処
か
ら
春
の
夢

庄
野
す
み
れ

落
ち
椿
抱
へ
て
笑
ま
う
幼
子
よ

春
山　

夏
海

荘
内
の
名
も
無
き
山
の
棚
霞

菅
原
た
け
お

歌
　
壇

春
待
つ
日
ゆ
っ
く
り
冬
を
楽
し
ん
で
消
え
る
根
雪
を
微
笑
み
な
り
き

土
田　
　

秀

漸
く
に
寒
さ
和
ら
ぎ
春
の
陽
に
草
木
も
芽
吹
き
て
季
は
巡
り
来
る

齋
藤
与
次
雄

満
月
の
光
を
浴
び
て
思
い
出
ず
丸
く
生
き
よ
と
亡は

は母
は
さ
と
し
き

佐
藤　
　

頴

風
花
舞
う
寒
き
空
よ
り
そ
そ
ぐ
陽
よ
我
が
身
に
射
せ
よ
内
ま
で
透
せ
よ

齋
藤　

久
繁

ど
ん
な
色
神
が
結
び
し
家
族
の
和
長
く
続
く
を
朝
日
に
祈
る

佐
藤　

博
政

₉ 2023.4.15



1₀

　近代2種・3種の世界選手権大会で入賞した成
績により、阿部暁梨沙さん（横山下）が山形県ス
ポーツ賞のスポーツ栄誉賞を受賞しました。
　また、長年にわたり生涯スポーツの振興に寄
与した功績により、次の3人の方が山形県スポー
ツ協会表彰の功労賞を受賞しました。おめでと
うございます。
三川町体育協会�会　長�坂　　義若さん（横山上）
三川町体育協会�前会長�五十嵐慶一さん（猪　子）
鶴岡ソフトテニス連盟�会　長�荒田　賢二さん（横山下）

スポーツの振興に寄与

山形県スポーツ賞 ・山形県
スポーツ協会表彰功労賞を受賞

　農事組合法人対馬ミニライスセンター米左衛
門（代表：菅原孝明さん（対馬））における有機栽
培米の取り組みが評価され、農林水産省の令和
4年度未来につながる持続可能な農業推進コン
クール「有機農業・環境保全型農業」部門におい
て、東北農政局長賞を受賞しました。
　また、やまがた・人と環境にやさしい持続可
能な農業推進コンクール2022では、最優秀賞を
受賞し、菅原さんは「継続して取り組み、未来
（若手）につないでいきたい」と話していました。

3/16
(木)

　3月3日㈮、陸上自衛隊一般曹候補生として陸
上自衛隊に入隊予定の田中千鶴さん（横山下）へ
の激励会が役場で開催されました。
　激励会では、自衛隊山形地方協力本部の前田
義道副本部長や阿部町長から激励の言葉が贈ら

れました。
　　激励を受けた田中さんは、「周り
の大切な人たちだけでなく、多く
の方を守れるように頑張ります」
と意気込みを語ってくれました。

三川町観光協会は、水稲品種「イ号」を使用した
新たな商品開発の一環として、町立小・中学校の
卒業生に、卒業記念品としてイ号の米粉を使った
クッキーをプレゼントしました。この米粉クッキー
は、新たな商品開発の一環として障害者の就労支
援などを行う本町のNPO法人はんどめい
ど糸蔵楽に製造を依頼したものです。
5月6日㈯に、菜の花まつりで、は

んどめいど糸蔵楽が販売しますの
で、ぜひお召し上がりください。

3/3
(金)

持続可能な農業推進

東北農政局賞 ・
県最優秀賞受賞

3/16
(木)

3/13
(月)

復刻米「イ号」の米粉100％使用

町内小 ・中学校卒業生に
米粉クッキーを贈呈

本町から1人が入隊

自衛隊新入隊員の
激励会を開催

まちかど写真館

スポーツの振興に寄与

山形県スポーツ賞 ・山形県
スポーツ協会表彰功労賞を受賞

れました。
　　激励を受けた田中さんは、「周り
の大切な人たちだけでなく、多く
の方を守れるように頑張ります」

援などを行う本町のNPO法人はんどめい
ど糸蔵楽に製造を依頼したものです。
5月6日㈯に、菜の花まつりで、は

東北農政局賞 ・
県最優秀賞受賞

まちかど
写真館

左から前田本部長、保護者、田中さん、阿部町長

左から阿部さん、五十嵐さん、坂さん

◀荒田さん

左から菅原誠さん、菅原孝明さん、
菅原弘行さん、菅原誠一さん



▲祝賀放水のアーチをくぐる羽田からの到着機 ▲搭乗者に記念品を手渡す菜の花むすめ ▲くす玉を割る阿部町長、地元関係者
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便　名 庄内発 羽田着
ANA394 7：10 8：15
ANA396 8：45 9：50

ANA398 ※ 12：15 ※ 13：20
△ 13：05 △ 14：10

ANA1072 ※ 14：55 ※ 16：00
ANA400 17：45 18：50

便　名 羽田発 庄内着
ANA393 7：05 8：05

ANA395 ※ 10：35 ※ 11：35
○ 11：25 ○ 12：25

ANA1071 ※ 13：10 ※ 14：10
ANA397 16：05 17：05
ANA399 20：30 21：30

※は3月26日～5月31日、10月1日～28日に運航
この期間以外は、398便は△、395便は○にて運航

　3月26日㈰、全日本空輸㈱（ANA）による庄内
空港発着羽田線の5便化が、期間限定で開始し、
記念セレモニーが庄内空港で開催されました。
　5便運航は❶2年ぶりで、羽田空港から到着し
た旅客機を祝賀放水で迎えるとともに、菜の花
むすめなどから搭乗者に「つや姫」などの記念品
が手渡されました。
　セレモニーを主催した庄内空港利用振興協議
会の丸山至会長（酒田市長）は、「アフターコロナ
のビジネス、観光拡大の大きな弾みになる。期
間中の搭乗者を着実に増加させ、年間を通した
5便化の実現に取り組んでいきたい」とあいさつ
しました。

　3月26日㈰、子育て交流施設テオトルで、
三川町食生活改善推進協議会の発会50周年
記念式典が開催され、長年にわたり活動され
た会員の表彰が行われました。
　また、東北公益文科大学准教授の渡辺暁雄
氏による「いただく気持ちは食べるカラダ～
若者と家庭の食事スケッチ～」と題した記念
講演が行われ、ユニークに描かれた食事風景
の話題に、笑いが起こる場面も見られ、食生
活の変化に感心しながら食の重要性を改めて
学び合いました。
　今後も、仲間づくりを大切にしながら健康
づくりの輪を広めていただき、時代や地域の
ニーズに応じた活動を、楽しみながら展開さ
れることを期待しています。

三川町食生活改善推進協議会
発会50周年記念式典

増便就航セレモニー
〈期間増便〉 3月26日～10月28日
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専門員がサポートします 

認知症初期集中支援チームの訪問
　この事業は、委託医療機関である三川病院の医師、看護師、精神保健福祉士等でチームを設置し、チー
ム員による訪問や継続的なサポートを行います。認知症になっても早期診断・早期対応することで、住み慣
れた地域で、できるだけその人らしく生活できるよう、本人やその家族に支援を行うものです。
　専門職のチームによる支援で、適切な医療や介護サービスの利用につながるまでの支援となります。利用
料は無料です。困ったことについては気軽にご相談ください。
内　容
　認知症の知識を持つ専門員が認知症または認知症が疑われる方の自宅を訪問し、専門医療機関の受診、
介護サービスに関する説明や利用支援、認知症の状態に応じた助言等を行います。期間は、医療や介護サー
ビスによる安定的な支援に移行するまでの間で、概ね6カ月以内とします。
○自宅への訪問
　町の地域包括支援センターから連絡を受けた三川病院のチーム員2人が自宅を訪問し、本人や家族から認
知症の症状や困っていること等についてお聞きします。
○支援方針に沿ったサポート（継続訪問）
　初回訪問の結果をもとに支援方針を決定し、本人の症状や家族の状況にあった継続的な支援を行います。
対象となる方
　自宅で生活している40歳以上の方で認知症または認知症が疑われる方で、次のいずれかに該当する方
　①医療サービス、介護サービスを受けていない方、または中断している方
　・認知症の臨床診断を受けていない、または中断している
　・継続的な医療サービスを受けていない
　・適切な介護サービスに結びついていない
　②�医療サービス、介護サービスは受けているが、認知症による症状が強く、

どのように対応してよいのか困っている方

正しく認知症を学ぼう 

認知症サポーター養成講座
　認知症サポーターとは、認知症を正しく理解し、認知症
の方や家族を温かく見守る応援者のことです。
　本町でも、認知症を正しく知ってもらうために認知症サ
ポーター養成講座を実施しており、受講を希望する団体等
を募集しています。講座は、町内会での健康まつりやサロン、
小学校の授業などの機会に開催しています。　
　身近なグループで認知症について一緒に学び、理解を深
めましょう。

○開催時期　5月～令和6年3月
○時　　間　約1時間～1時間半
○内　　容　�「認知症とは」「認知症の方への接し方」など

の講話、寸劇・紙芝居等による説明

○問合せ先　三川町地域包括支援センター（役場健康福祉課内）　☎35－7031

三川町地域包括支援センター事業のご案内
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高齢者の安全運転対策を推進します
　近年、高齢ドライバーによるブレーキとアクセルの踏み間違い事故など、高齢者ドライバーの事故が
ニュースで話題になることが多くなっています。
　町では、高齢ドライバーが加害者となる事故の減少を目指して、高齢者の安全運転を支援する事業を
実施します。積極的に活用し、交通安全に努めましょう。

高齢者安全運転支援装置設置促進事業 ※令和5年度新規事業

○内　容　アクセルとブレーキを踏み間違えた際の急発進等抑制装置の設置経費の補助
　　　　　（現在使用している自家用車に取り付ける、急発進等抑制装置の費用を支援）
○対　象　次のいずれにも該当する方が、令和5年4月1日以降に取り付けた急発進等抑制装置の費用
　　　　　・町内に住所を有する65歳以上の方
　　　　　・有効な運転免許証をお持ちの方で、車検証に記載している使用者と同一の方
　　　　　・町税の滞納がない方
○補助率　対象経費の2分の1以内を補助（上限25,000円、千円未満切捨て）

運転免許自主返納支援事業 ※年齢要件なし

　体力や視力の低下などの理由により自主的に運転免許証を返納した方に、運転経歴証明書交付手数料
の助成と、なの花温泉田田の入浴券または三川町観光協会「味だより」などを進呈します。

○問合せ先　役場総務課�危機管理係　☎35－7010

デマンドタクシーでんでん号を運行しています
　高齢者等の町内での買い物や通院等にかかる移動手段を確保するため、町では「デマンドタクシーで
んでん号」を運行しています。乗合タクシーですが、1回300円で町内を自由に移動できますのでご活
用ください。ただし、利用には役場への登録が必要です。登録の際、役場に来ることが難しい方は電話
等でご相談ください。

★自宅から目的地（町内のみ）まで利用できます
★利用料金は300円／回
★通年運行です。1日7便運行中!
　（ただし、祝日、お盆8/13～16、
　年末年始12/29～1/4は運休です）
★運行時間
　午前9時、10時、11時、正午、
　午後2時、4時、5時
★登録ははじめの1回だけで簡単にできます（登録は無料です）

○登録・問合せ先　役場企画調整課�企画調整係　☎35－7013

交 通 事 故 ゼ ロ を 目 指 し て
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０
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マイナンバーカードの申請・交付手続きのご案内

○窓口ナイトサービスをご利用ください
　毎月第2・第4金曜日は、町民課窓口の業
務を午後7時まで延長しています。マイナン
バーカードの手続きは、1人あたり15分程
度かかりますので、お早めにお越しください。
○手続き・問合せ先
　役場町民課�住民係　☎35－7025

ＧＷ期間中はマイナンバーカードの
一部手続きができません

　❹月29日㈯～5月❼㈰は、申請・交付以外の手続
きができませんので、ご注意ください。
※できない手続き
　暗証番号再設定、住所・氏名変更、
　電子証明書の発行・更新など

○マイナンバーカードの申請から交付までの流れ
①役場で申請

②自分で申請（※町民課窓口では、申請サポートを実施しています。お気軽にお問合せください。）

電話で予約 町民課住民係で申請書記入・写真撮影 本人限定郵便でカード受取り
役場で申請す
る場合は、必ず
予約をお願い
します。

受取り方法は、
事前に届く郵便
局の通知書を
ご確認ください。

顔認証や
暗証番号
の設定を
行います。

このとき、通知
カード、免許証
等の本人確認書
類が必要です。

スマホ・パソコン・郵送で申請 自宅に交付通知書（はがき）が届く 役場でカード受取り

約1カ月半
～2カ月後
約1カ月半
～2カ月後

交付通知書には、受取り時
に必要なものを記載してい
ます。記載内容を確認の
上、役場にお越しください。

ご都合のつく時にお越しください。

スマホ・パソコン・郵送で申請

約1カ月半
～2カ月後
約1カ月半
～2カ月後

きができませんので、ご注意ください。
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業

相
談
窓
口
の
ご
案
内

○
日　

時　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、

・
情
報
公
開
件
数　
　
　
　
　
　

4
件

・
情
報
非
公
開
件
数　
　
　
　
　

０
件

　

（
う
ち
該
当
情
報
な
し　
　
　

０
件
）

・
審
査
請
求
件
数　
　
　
　
　
　

０
件

○
問
合
せ
先　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
35
︱
７
０
０
９

保
育
料
負
担
軽
減
事
業
に
つ
い
て

　

次
の
対
象
施
設
等
を
利
用
中
（
ま
た
は

令
和
６
年
３
月
ま
で
に
利
用
予
定
）
で
、

対
象
児
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
は
、

施
設
利
用
料
が
山
形
県
保
育
料
段
階
的
負

担
軽
減
事
業
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
対
象
施
設
・
事
業　

認
可
外
保
育
施
設
、

企
業
主
導
型
保
育
施
設
、
幼
稚
園
・
認

定
こ
ど
も
園
の
２
歳
児
預
か
り

○
対
象
児　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

　

①
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

　

②
保
育
の
必
要
性
が
あ
る
児
童

　

③
世
帯
年
収
約
４
７
０
万
円
未
満

○
申
請
・
問
合
せ
先　

役
場
健
康
福
祉
課

子
育
て
支
援
室
子
ど
も
支
援
係
（
役

場
２
階
教
育
委
員
会
内
）

☎
35
︱
７
０
２
３

特
別
児
童
扶
養
手
当
を

ご
存
じ
で
す
か

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
ま
た
は

身
体
に
障
害
を
有
す
る
20
歳
未
満
の
方
を
、

監
護
ま
た
は
養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
支

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を

公
募
し
ま
す

　

農
業
委
員
と
共
に
、
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
や
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
な
ど
を
行
う
、
農
業
に

識
見
を
有
す
る
推
進
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

○
定　

数　

３
人

○
任　

期　

令
和
７
年
８
月
11
日
ま
で

○
応
募
方
法

農
業
委
員
会
窓
口
で
配
布

す
る
推
薦
書
ま
た
は
応
募
申
出
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
選　

考　

農
業
委
員
に
よ
り
選
考
を
行

い
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

三
川
町
農
業
委
員
会
事
務

局

☎
35
︱
７
０
１
９

個
人
情
報
保
護
と
情
報
公
開
の

実
施
状
況
の
お
知
ら
せ

◆
個
人
情
報
保
護
に
係
る
実
施
状
況

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
に
お
け
る
、
本
町
の
個
人
情

報
保
護
、
お
よ
び
情
報
公
開
に
係
る
実
施

状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

・
個
人
情
報
開
示
請
求
件
数　
　

3
件

・
個
人
情
報
訂
正
請
求
件
数　
　

０
件

・
個
人
情
報
是
正
申
出
件
数　
　

０
件

・
審
査
請
求
件
数　
　
　
　
　
　

０
件

◆
情
報
公
開
の
実
施
状
況

・
情
報
公
開
請
求
件
数　
　
　
　

4
件

西
にしかわ

川 史
し お り

織
（押切中町）
健康福祉課
健康係（保健師）

阿
あ べ

部 留
る い

依
（庄内町）
健康福祉課�

地域包括支援センター

新
規
採
用
職
員
紹
介

年
末
年
始
を
除
く
）　

午
前
10
時
～
午

後
４
時

○
内　

容

空
き
家
相
談　

空
き
家
に
関
す
る
ご
相
談
、

ご
依
頼
等
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。
お
近
く
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

不
動
産
業
開
業
相
談　

開
業
の
要
件
や
手

続
き
、
費
用
等
の
ご
質
問
に
何
で
も
お
答

え
し
ま
す
。

○
相
談
・
問
合
せ
先　
（
公
社
）
全
日
本

不
動
産
協
会
山
形
県
本
部

空
き
家
相
談

☎
０
２
３
︱
６
６
５
︱
０
１
０
０

不
動
産
業
開
業
相
談
窓
口

☎
０
２
３
︱
６
４
２
︱
６
６
５
８

福
祉
係

☎
35

そ
の
他
の
お
知
ら
せ



1₆

■
鶴
岡
市

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

○
期　

間　

５
月
７
日
㈰
ま
で

○
撮
影
対
象　

鶴
岡
市
内
指
定
範
囲
の
桜

○
各　

賞　

グ
ラ
ン
プ
リ
、
優
秀
賞
等

○
問
合
せ
先　

鶴
岡
商
工
会
議
所　

☎
24
︱
７
７
１
１

■
酒
田
市

酒
田
日
和
山
桜
ま
つ
り

○
期　

間　

４
月
17
日
㈪
ま
で

○
会　

場　

日
和
山
公
園
（
酒
田
市
南
新

町
）

○
駐
車
場　

日
和
山
公
園
第
１
～
３
駐
車

場
、
酒
田
港
本
港
東
ふ
頭
駐
車
場

○
内　

容　

千
石
船
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

ぼ
ん
ぼ
り
点
灯
（
午
後
６
時
30
分
～
９

時
）、
露
店
の
出
店

○
問
合
せ
先　

酒
田
観
光
物
産
協
会

☎
０
２
３
４
︱
24
︱
２
２
３
３

舞
鶴
公
園
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

○
期　

間　

４
月
23
日
㈰
ま
で

※
桜
が
散
り
次
第
終
了

○
会　

場　

舞
鶴
公
園
、
八
森
自
然
公
園
、

八
森
温
泉
ゆ
り
ん
こ
付
近
の
桜
並
木

（
酒
田
市
麓
字
緑
沢
）

○
駐
車
場　

舞
鶴
公
園
駐
車
場

○
内　

容　

舞
鶴
公
園
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
（
午
後
６
時
30
分
～
９
時
）

○
問
合
せ
先　

酒
田
市
八
幡
総
合
支
所

��

☎
０
２
３
４
︱
64
︱
３
１
１
１

■
庄
内
町

カ
ー
ト
ソ
レ
イ
ユ
最
上
川
へ
遊
び
に
い
こ
う
！

◆
春
の
フ
ァ
ン
感
謝
ウ
ィ
ー
ク

　

庄
内
町
に
お
住
ま
い
の
方
以
外
も
、
期

間
中
は
お
得
な
町
民
料
金
で
利
用
で
き
ま

す
（
対
象
カ
ー
ト
：
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ト
、

レ
ジ
ャ
ー
カ
ー
ト
。
コ
ー
ス
占
用
の
場
合

を
除
く
）。

○
期　

間　

４
月
23
日
㈰
ま
で

○
時　

間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
カ
ー
ト
無
料
体
験
＆
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

○
日　

時　

５
月
７
日
㈰　

①
午
前
10
時

～
、
②
11
時
～
、
③
正
午
～
、
④
午
後

１
時
～
、
⑤
２
時
～

○
定　

員　

先
着
30
人
（
各
時
間
６
人
）

○
対　

象　

身
長
１
４
５
㎝
以
上
の
方

（
初
心
者
歓
迎
）

○
内　

容　

レ
ン
タ
ル
カ
ー
ト
の
無
料
走

行
体
験
（
５
分
程
度
）、
タ
イ
ム
ト
ラ

イ
ア
ル
（
希
望
者
の
み
。
参
加
料

７
０
０
円
、
入
賞
者
に
は
賞
品
あ
り
）

○
会
場
・
問
合
せ
先　

カ
ー
ト
ソ
レ
イ
ユ

最
上
川
（
庄
内
町
連
枝
字
新
割
）

☎
０
２
３
４
︱
42
︱
２
２
８
２

源
義
経
ゆ
か
り
の
品
々
を
一
般
公
開
！

　

清
川
関
所
で
は
、
最
上
川
舟
運
や
清
川

を
訪
れ
た
芭
蕉
、
義
経
に
関
す
る
展
示

「
最
上
川
舟
運
と
清
川
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
次
の
期
間
は
特
別
展
示
と
し
て
、
義

経
一
行
が
奥
州
平
泉
に
逃
れ
る
際
、
一
夜

を
過
ご
し
た
と
言
わ
れ
る
御ご

し
ょ
の
お
う
じ

諸
皇
子
神
社

に
伝
わ
る
「
青
葉
の
笛
」
な
ど
、
義
経
ゆ

か
り
の
品
々
６
点
を
、
羽
黒
山
の
出
羽
三

山
歴
史
博
物
館
で
公
開
し
て
以
来
、
約
40

年
ぶ
り
に
一
般
公
開
し
ま
す
。

57
年
前
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

﹃
源
義
経
﹄
の
放
送
前
に
、
出
演
者
た
ち

が
御
諸
皇
子
神
社
を
訪
れ
、
ゆ
か
り
の

品
々
を
閲
覧
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
期　

間　

５
月
９
日
㈫
～
2⓼
日
㈰
（
月

曜
日
は
定
休
日
）

○
会
場
・
問
合
せ
先　

清
川
関
所
（
庄
内

町
清
川
）☎

０
２
３
４
︱
25
︱
５
８
８
５

広  

告
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Information

2023.4.15

△ 人口の動き 

△

（令和5年3月末現在）
（　　）内前月比

■人口数／7,134人（減49人）　男3,495人（減27人）　女3,639人（減22人）
　増減の内訳　・転入26人・転出▲65人・出生0人・死亡▲10人
■世帯数／2,480戸（減1戸）

　「あの頃のみかわ」は、過去の広報を振り返り、当時の三川
を紹介するコーナーです。今回は、今から35年前の昭和63
年4月に発行された広報です。
　表紙の写真は、押切地区の皇大神社「春の例大祭」の様子で
す。この年の春の例大祭では、同地区の宇賀神社に伝わる
「剣の舞」と「天狗の舞」が100年ぶりに奉納されました。
　また、地域防災の重要な役割を担う消防団の活動内容や団
員の確保が難しくなっていることなどの消防団の抱える問題
を紹介しています。この年の三川町消防団への新入団員が27
人に対し、今年度は5人と、消防団員のなり手不足は深刻化
しています。消防団活動の認識を深め、地域防災の輪を広げ
ましょう。

【昭和₆₃年₃月末日現在の総人口：₈，₄₂₆人】

あの頃のみかわ
今から35年前のみかわ 【昭和63年（1988年）4月】

謹んでご冥福をお祈り申しあげます

ご家族等から広報掲載の承諾をいただいた方のみ掲載しています。

令和₅年3月届出 （敬称略）

瀬尾　　峯（₉2歳） 加　　沼
百瀬　　廣（₉₅歳） 堤　　野
中村　亮藏（₉3歳） 竹 原 田
佐藤　富子（₈₉歳） 横　　内
奥泉ふぢ子（₉₄歳） 土　　口

町野みち子（₉3歳） 成田新田
奥泉くら子（₉₈歳） 土　　口
小林美代子（₈₈歳） 尾　　花
成澤　昭五（₉3歳） 成田新田

ふるさと応援寄附金
ありがとうございました

ご寄附ありがとうございました
　地域福祉活動に役立ててほしいと、
次の方から三川町社会福祉協議会にご
寄附いただきました。

めん蔵イオン三川店様

3月分　932人
　お名前と住所地は町ホームページで
公開していますので、ご覧ください。

場所：酒田市民健康センター別館 （酒田市船場町二丁目1-叅1）酒田市

◆休日診療所◆
☎ 0234 － 21 － 5225

開　所　日 診　療　科 受付時間
日曜日、祝日（振替休日含む）、
年末年始（12 月 31 日～ 1月 3日） 内科、小児科、外科 ⓼：30～11：00

※当面の間､午前中のみ

休日夜間診療のお知らせ
場所：鶴岡市総合保健福祉センター 「にこ♥ふる」内（鶴岡市泉町5-叅0）鶴岡市

◆休日夜間診療所◆
☎23－5678

開　所　日 診　療　科 受付・診療時間
月・土曜日

※12月～ 3月は火～金曜日も診察します。 内科、小児科、外科 1⓽：00～21：30

日曜日、祝日（振替休日含む）、
年末年始（12 月 31 日～ 1月 3日） 内科、小児科、外科

⓽：00～12：00
1⓼：00～21：00

※5月3日～5日は午後⎝13：30
～17：00⎠も診察します。

 受診前に必ずお電話ください。感染症対策のため、
症状を確認の上、受診のご案内をしています。
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1₈

食のみかわ おしながき
　　～食改さんの料理紹介 No.33 ～

　「食のみかわ　おしながき」は、食生活改善推進員
（通称：食改さん）による料理のレシピ紹介のコーナーです。

〖作り方〗
①�鍋にお湯を沸かし、塩ひとつまみ入れてキラリボシを1
分程度茹でる。水にさらし水気を絞る。
②①を1．5㎝くらいの長さに切る。
③ベーコンと玉ねぎを1㎝角（さいの目）に切る。
④�水とコンソメ、③を鍋に入れて火にかけ、沸騰したら②
を入れて塩こしょうをして味を整え、器に盛る。

【材料(4人分)】
キラリボシ…………… 100g� 水� ………………… ⓼00㎖�
玉ねぎ………………… 200g� コンソメ� …………… 2個
ベーコン1/2カット�… 4枚� 塩こしょう� …………適量

キラリボシスープ
菜の花「キラリボシ」は、
花も生で食べられます!

令和5年度　食生活改善推進員養成コース（第41期）受講者募集

▲食中毒予防講話
　 栄養や調理以外にも、ごみの分別や運動に

ついてなど広く学習します。

▲男の料理教室開催　　　　　　　　　　　　▲秋まつりで啓発活動
　養成コース修了後は、食改さんとして地域でボランティア活動を行います。

食改さんとして
一緒に活動しませんか？
多くの方々の受講を
お待ちしています！

　生活習慣病予防や健康づくりの輪を地域に広げる、食生活
改善推進員の養成講座を開催します。健康的な食生活につい
て学び、学んだことを地域の方々へ伝えたいという方の受講
をお待ちしています。

○期　間　�6月7日㈬～11月21日㈫（月1回）
　　　　　※詳しくは、町ホームページをご覧ください。
○内　容　健康講話、調理実習、カロリー計算等　
○会　場　三川町公民館ほか
○対　象　�町内在住で修了後、三川町食生活改善推進協議会

に入会していただける方
○受講料　2,200円（テキスト、成分表代）
○申込み締切り　5月12日㈮まで
○申込み・問合せ先　役場健康福祉課�健康係　　☎35－7033


